
4.

報 道 資 料

平成22年2月20日(土)

名 防衛大臣及び副大臣の来庁について

要 このことについて､下記のとおりお知らせします｡

記

日 時:平成22年2月20日(士)17時00分～17時35分

場 所:岩国市議会会議室

来庁者:防衛大臣

防衛副大臣

同席者:衆議院議員

参議院議員

5.応対者:岩国市長

岩国市議会議長

岩国市議会副議長

6.市長コメント
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大臣からは､政府として､厚木基地の空母艦載機の移駐については､過去の

目米合意などの経緯の検証作業を行った上で､ロードマップに従って進めてい

くとの結論となった旨の発言があり､市としては､改めて1月26日の閣議決

定は政府の統一的な見解であり､政府としての最終決定と受け止めざるを得な

いと考えてしiる｡

岩国移駐に係る政府の検証は終わったと受け止めたが､市への事前の説明が

全く無かったことから不満であり､住民が納得するよう､今後､政府は説明責

任を十分に果たして欲しい｡

新政権は再編の見直しを掲げ､これまで岩国についてもそれに含まれると受

け取れるようなメッセージを発信してきていた｡こうした経緯を考えると､地

域住民を色々な意味で翻弄させた政府の責任は極めて重いと考えており､しっ

かりとした説明責任を果たすよう強く求めた｡

また､普天間基地移設の間題について､大臣は｢岩国基地への移転は全く考

えていない｡｣と明確に示されたことから､この間題に関しては市民の不安も払

拭されるのではないかと考えている｡

しかしながら､5月末までの移設先の決定までは､目が離せない状況であるこ

とも事実であり､政府としての再編全体の見直しの方向を冷静に注視する必要

があると考えている｡

空母艦載機の恒常的な着陸訓練施設(FCLP)の整備場所を岩国飛行場及

びその近郊とすることはないと発言されたが､重ねて文書による回答を求めた｡




